
国
保
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
国

保
税
か
国
保
料
と
名
称
が
違
い
ま

す
。
内
容
は
、
医
療
分
＋
介
護
分

（
40
～
65
歳
未
満
）
＋
後
期
高
齢

者
支
援
分
の
合
計
に
な
り
ま
す
。

自
治
体
に
よ
っ
て
組
み
合
わ
せ
は

異
な
り
ま
す
が
そ
れ
ぞ
れ
、
所
得

に
よ
っ
て
決
ま
る
所
得
割
額
、
加

入
者
人
数
に
応
じ
て
決
ま
る
均
等

割
額
、
世
帯
当
た
り
に
賦
課
す
る

平
等
割
額
の
合
計
で
す
。
家
族
の

人
数
に
よ
る
の
で
、
収
入
の
な
い

子
ど
も
も
１
人
に
数
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
重
く
な
り
ま
す
。

最
高
限
度
額
は
、
ほ
と
ん
ど
の

自
治
体
で
89
万
円
だ
と
思
い
ま
す
。

納
付
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。

世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な

い
場
合
で
も
、
そ
の
世
帯
に
国
保

加
入
者
が
い
れ
ば
世
帯
主
に
保
険

税
の
納
付
義
務
が
生
じ
ま
す
。
こ

れ
を
擬
制
世
帯
と
よ
ん
で
い
ま
す

（
国
保
法
76
条
）
。

Ｑ

本
当
に
高
く
て
支
払
い
が
困

難
で
す
。
な
に
か
、
い
い
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ

国
保
は
も
と
も
と
自
営
業
者

や
農
家
な
ど
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
は
非
正
規
労
働
者
や
無
職

な
ど
構
成
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

低
所
得
者
が
多
い
こ
と
か
ら
減
免

を
前
提
に
し
た
制
度
に
な
っ
て
い

ま
す
。
国
の
制
度
で
低
所
得
者
の

保
険
料
を
軽
減
す
る
法
定
軽
減
と
、

市
区
町
村
が
実
施
す
る
申
請
減
免

が
あ
り
ま
す
。

Ｑ

法
定
軽
減
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ

所
得
に
応
じ
均
等
割
と
平
等

割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
（
表
１
）
。

申
請
は
不
要
で
自
治
体
が
自
動
的

に
適
用
し
ま
す
が
、
世
帯
全
員
が

所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
と
軽

減
措
置
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
税

金
申
告
を
し
て
い
な
か
っ
た
場
合

は
、
申
告
し
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
税
で
５
年
間
さ
か
の
ぼ
っ
て

申
請
で
き
ま
す
。

Ｑ

申
請
減
免
と
い
う
の
は
。

Ａ

自
治
体
が
独
自
に
決
め
て
い

る
基
準
が
あ
り
ま
す
（
表
２
）
。

「
非
自
発
的
失
業
者
の
軽
減
」
は

国
が
定
め
た
規
定
に
も
と
き
づ
き
、

ど
の
自
治
体
で
も
条
例
で
定
め
て

い
ま
す
。

Ｑ

減
免
の
根
拠
は
こ
に
あ
る
の

で
す
か
。

Ａ

国
は
国
保
税
は
地
方
税
法
に

よ
り
、
国
保
料
は
国
民
健
康
保
険

法
で
減
免
を
定
め
て
い
ま
す
。
地

方
税
法
で
は
「
公
私
の
扶
助
」
を

受
け
て
い
る
場
合
、
条
例
に
よ
り

減
免
で
き
る
と
規
定
し
て
お
り
、

就
学
援
助
や
生
活
福
祉
資
金
の
利

用
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

Ｑ

い
つ
減
免
の
申
請
を
す
る
の

で
す
か
。

Ａ

国
保
税
の
納
期
は
、
６
月
末

か
ら
来
年
３
月
ま
で
10
回
払
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。
第
１
期
の
納
期

の
１
週
間
前
ま
で
（
６
月
の
場
合

は
23
日
）
に
申
請
し
認
め
ら
れ
れ

ば
、
１
期
か
ら
減
免
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
を
過
ぎ
て
も
２
期
以
降

が
減
免
に
な
り
ま
す
。
自
治
体
に

よ
っ
て
は
１
期
で
減
額
で
き
な
か
っ

た
分
を
そ
の
後
に
調
整
す
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。

国
保
の
都
道
府
県
化
か
２
０
１

８
（
平
成
30
）
年
度
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
減
免
制
度
を
改
悪
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
数
多
く
の
減
免
を

認
め
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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太田幸代℡54-2286国保税の減免制度の改善を

６
月
に
な
り
、
市
民
税
や
国
保
税
の
告
知
書
が
届
い
て
い
ま
す
。
年
金
受
給
者
は
市
民
税
や
国

税
や
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
負
担
感
が
ま
す
ま
す
増
え
て
き
ま
す
。
年
金
額
は
下

が
り
、
天
引
き
額
は
増
加
す
る
一
方
で
す
。
現
在
の
米
原
市
に
お
い
て
は
、
休
廃
業
や
失
業
で
所

得
減
少
し
た
場
合
の
減
免
の
基
準
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
是
非
減
免
基
準
を
強
く
要
求
し
ま
す
。

くらしに役立つ制度紹介

国
保
税
の
通
知
が
届
き
ま
し
た
。

金
額
は
ど
う
ま
る
の
で
す
か
。

雑
感

今
後
、
生
活
に
役
立
つ
記
事
を
掲
載
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
生

活
に
関
す
る
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
ま
た
生
活
で
の
お
困
り
事
は
湖
北
生
健
会
（
湖
北
生

活
と
健
康
を
守
る
会
・
連
絡
先
63
ー
３
６
９
１
長
浜
民
商
内
）
に
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
家
・

議
員
・
弁
護
士
等
が
協
力
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

最
近
気
に
な
っ
た
こ
と
。
自
民
党
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
政
治
的
中
立
「
調
査
」
と
称
し
て
、

教
師
間
で
の
監
視
や
密
告
を
奨
励
し
て
い
る
問
題
で
す
。
「
子
ど
も
た
ち
を
戦
場
に
送
る
な
」

と
い
う
主
張
が
「
中
立
性
を
逸
脱
し
た
教
育
」
と
さ
れ
て
い
る
と
し
て
例
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
ま
か
り
通
る
な
ら
、
教
師
は
な
に
も
言
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
し
て
18
歳
選
挙
権
が
実
施
さ
れ
る
中
、
主
権
者
教
育
を
進
め
よ
う
と
し
て
も
萎
縮
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
監
視
社
会
を
自
民
党
は
狙
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
民

党
の
改
憲
草
案
は
「
基
本
的
人
権
」
よ
り
「
公
益
・
公
の
秩
序
」
が
優
先
さ
れ
る
と
し
て
い

ま
す
。
自
民
党
が
考
え
る
「
公
益
・
公
の
秩
序
」
と
は
何
か
。
考
え
る
だ
け
で
も
恐
ろ
し
い
。

法
定
軽
減
と
申
請
減
免

１人世帯 ２人世帯 ３人世帯 ４人世帯

７割軽減 33万円 33万円 33万円 33万円

５割軽減 59.5万円 86万円 112.5万円 139万円

２割軽減 81万円 129万円 177万円 225万円

※５割軽減は１人増すごとに２６万５千円、２割軽減は

１人増すごとに４８万円を加算します。

〈
表
１
〉
７
割
・
５
割
・
２
割

法
定
軽
減
の
適
用
所
得
区
分

行政区 減免基準

米原市 災害・拘禁以外具体的基準なし

長浜市
災害以外に休廃業、失業で所得見込みが1/2
以下に減少し、保険料の割合が10%以上の者

札幌市 所得激減、低所得減免など５項目

大和市
所得減、休廃業など７項目、生活保護
の1ｇｙ2倍以下

（表２）米原市と各地の申請減免基準


